
はじめに

本稿は 『東洋学論叢』 第33号の拙稿に引き続いて, P��ta�m・baradatta

Bar
・
athva�la, Gorakha-Ba�n��, Praya�ga：H��nd��Sa�hitya Sammelana, 2017

(＝1960, trit��ya sam・skaran・a) [prathama sam・skaran・a 1942] 所収の,

ゴーラクナートによる教説の二行詩サブディー (sabad��) 全189偈 (主要

テクストである写本 a 以外の写本にあるサブディーを加えると276偈) のう

ち第101偈から第150偈までの本文と和訳を提示するものである｡

なお, 前号と同様に, 訳文中の ( ) は筆者の言い換え, [ ] 内は

筆者による補足を, ＊は筆者の訳注を示す｡

u�bha�s
・
an
・
d
・
aum
・)

bait
・
ha�s

・
an
・
d
・
aum
・)

s
・
an
・
d
・
aum
・)

ja�gata su�ta�/

tihu�m
・)

loka taim
・)

rahu�m
・)

nirantari tau gorakha avadhu�ta�// 101 //

立っていようと, 座っていようと, 目覚めていようと, 眠っていようと,

[おまえ＝死神を] 破砕してやる｡

三界から常に離れている者, それが離欲者ゴーラク [ナート] である｡

nyandra�kahai maim
・)

aliya�baliya�brahma�m
・)

vis
・
nu maha�deva chaliya�/

nyandra�kahai hu�m
・)

s
・
ar��bigu�t��ja�gai goras・a hu�m

・)

par
・
i su�t��// 102 //

睡眠は言う, 私は詐欺師, ブラフマー, ヴィシュヌ, マハーデーヴァ

(シヴァ) 神を騙してやったと｡

睡眠は言う, 私は困惑してしまった, ゴーラクが目覚めていて私が眠っ

てしまった [のだから]｡
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jog��so je mana jogavai bina bila�ita ra�ja bhogavai /

kanaka ka�m
・)

min��tya�gem
・)

do��so jogesvara nirabhai hoi // 103 //

ヨーガ行者とは, 心を統御するもの, 領土がなくとも王権を享受する

もの｡ ＊

財と女の両方を捨てれば, そのヨーガの自在者は無畏となる｡

＊後半部分が分かりにくいが, 原著者の解釈によれば ｢至高の空なる

境地すなわち頭頂のブラフマン孔において, ブラフマンの覚知とい

う領域なき王国を享受するもの｣ である｡

sam
・
nya�s��so��karai sarba na�sa gagana man・d・ala mahi ma�m

・)

d
・
ai a�sa /

anahada su�m
・)

mana unamana rahai so sam
・
nya�s��agama k��kahai // 104 //

サンニャースィー (出家遊行者) とは, すべてを捨て, 虚空界に [ブラ

フマンの覚知を] 期待するもの｡

アナーハタ (奏でられざる音) によって心がウンマニー (最高の状態)

になっているもの, その出家遊行者は近づき難き [ブラフマン] を

語る｡

la�la bolanti amhe pa�ri utariya�mu�d
・
ha rahai ura va�ram

・)

/

thiti bihu�m
・)

n
・
a�m
・)

jhu�t
・
ha�jog��na�tasa va�ra na pa�ram

・)

// 105 //

ラール [ナート] は語る, 私は [彼岸に] 至ったが, 愚者は此岸に居残っ

たと｡

堅固な境地にない偽のヨーガ行者は, 此岸も彼岸も [得られ] ない｡

ulat
・
iya�pavana s

・
as
・
t
・
a cakra bedhiya�ta�tai lohai sos

・
iya�pam

・)

n
・�
�m
・)

/

canda su�ra dou�nija ghari ra�s
・
ya�aisa�alas

・
a bin

・
a�m
・)

n
・�
�m
・)

// 106 //

逆流した気息は六チャクラを貫通し, 熱した鉄が水を乾かした｡

月, 太陽の二つを己の家に置いた, このように [ヨーガ行者が修練すれ

ば] 不可視なる智者 (ブラフマン) [となる]｡ ＊

＊一行目後半部分の譬喩は, 原著者の解釈によれば ｢ブラフマン孔が

精液を吸収した｣ の意味である｡ 二行目の ｢月｣ は ｢イラー脈管｣,
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｢太陽｣ は ｢ピンガラー脈管｣ そして ｢家｣ は中央の ｢スシュムナー

脈管｣ の譬喩である｡

na�da hama�rai ba�vai kavana na�da baja�ya�tu�t
・
ai pavana /

anahada sabada ba�jata�rahai sidha san・keta s�r��goras・a kahai // 107 //

われわれの角笛を誰が吹き鳴らすか, 角笛を吹き鳴らせば呼吸が乱れる｡

[われわれの身体内部で] 奏でられざる音が鳴り続けるようにと, 聖ゴー

ラクは規定の指示を語る｡

sun
・
i gun

・
avanta�sun

・
i budhivanta�ananta sidha�m

・)

k��ba�m
・)

n
・�
�m
・)

/

s��sa nava�vata sata gura miliya�ja�gata raim
・)

n
・
i viha�m

・)

n
・�
�m
・)

// 108 //

聞け, 有徳者よ, 聞け, 知恵者よ, 無数のスィッダ (成就者) たちのこ

とばを｡

低頭しておれば真正なる導師が得られる, 夜半と早暁に目覚めておれば｡

bhis
・
ya�hama�r��ka�madheni boliye sam・sa�ra hama�r��va�r・��/

gura parasa�dai bhis
・
ya�s

・
a�iba�antika�li na hoig��bha�r��// 109 //

乞食はわれわれの如意牛で, 世間はわれわれの花園と言われる｡

導師の恩寵によって施食を食すれば, 最期に [業果は] 重くならないだ

ろう｡

bar
・
e bar

・
e ku�le mot

・
e mot

・
e pet

・
a nahim

・)

rai pu�ta�guru�saum
・)

bhet
・
a /

s
・
ar
・
a s
・
ar
・
a ka�ya�niramala neta bha��re pu�ta�guru�saum

・)

bhet
・
a // 110 //

とても太い腰骨, とても大きな腹では, 息子よ, 導師には会えない｡

細身の身体, 無垢なる眼差しならば, 息子よ, 導師に会える｡

nirati na surati joga na bhogam
・)

na jura�maran
・
a nahim

・)

taha�m
・)

roga�m
・)

/

goras
・
a bolaim

・)

ekan・ka�ra nahi taham
・)

ba�ca�oam
・)

ka�ra // 111 //

[真実在への] 帰入も憶念もなく, 禁欲も享楽もなく, 老死もなく, そ

こに病はない｡

ゴーラク [師] は語る, 唯一の境地 (独存) があり, そこには言葉も聖

音オームない｡
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udai na asti ra�ti na dina sarabe sacara�cara bha�va na bhina /

so��niran�jana d・a�la na mu�la saba bya�p��ka sus・ama na asthu�la // 112 //

生起も消滅もなく, 夜も昼もなく, すべての動・不動の存在者に相異が

ない｡

その無垢なるもの (ブラフマン) には幹も根もなく, すべてに遍在し,

微細でも粗大でもない｡

brahma�n
・
d
・
a phu�t

・
iba�nagara saba l��t・iba�ko��na ja�m

・)

n
・
ava�bhevam

・)

/

badanta goras
・
ana�tha pyan

・
d
・
a dara jaba gheriba�taba pakar

・
iba�pan�ca

devam
・)

// 113 //

梵卵を破砕せよ, すべての町を略奪せよ, 誰も [それらの] 秘密を知ら

ないだろう｡

ゴーラクナート [師] は語る, 身体という洞窟を囲い込めば, ５人の神

(知覚器官) を掴めよう｡

aham
・
ka�ra tu�t

・
iba�nira�ka�ra phu�t

・
iba�sos

・�
�ba�gan・ga jamana ka�pa�n��m

・)

/

canda su�raja dou�samamus
・
i ras

・
iba�kaho ho avadhu�taha�m

・)

k��

sahina�m
・)

n
・�
�m
・)

// 114 //

自我意識を破壊し無相 [のアートマン] を芽生えさせ, ガンガー川とヤ

ムナー川の水を乾かせ｡

月と太陽のふたつを面前に置け, 遁世者よ, そこの特徴を述べよ｡ ＊

＊一行目の ｢乾かせ｣ と訳した原語は, 原著の読みでは sos
・
ila�と完了

形になっているが, 前半句の phu�t
・
iba�の未来形 (命令形) に合わせ

たほうが文脈上意味が通るので, 提示した読みにした｡ このことは

二行目前半句の ｢置け｣ の原語の場合もそうである｡ また二行目後

半句の ｢特徴｣ の原語 sahina�m
・)

n
・�
�m
・)

は, 写本 a の読み n��sa�n・�
�m
・)

を原

著が異読として示しているが, HS�S には sahida�na (｢徴表, 特徴,

標識｣ の意味) が記載されているので, この読みの da を na と誤写

したものと思われる｡

また, ｢ガンガー川｣ は ｢イラー脈管｣, ｢ヤムナー川｣ は ｢ピンガ

ラー脈管｣ の譬喩表現であり, その水を ｢乾かせ｣ とは, 両方の脈
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管を流れる気息を統合して中央の ｢スシュムナー脈管｣ に ｢合流さ

せよ｣ の意味と解せる｡ さらに, ｢月｣ は頭頂に想定される ｢サハス

ラーラ・チャクラ｣, ｢太陽｣ は会陰部に想定される ｢ムーラーダー

ラ・チャクラ｣ の譬喩表現であり, ｢前面に置け｣ とは, 両者の反対

の性質を ｢統御せよ｣ の意味と解せる｡

ceta�re cetiba�a�pa�na retiba�pan�ca k��met・iba�a�sa�/

badanta goras
・
a sati te su�riva�m

・)

unamani mana maim
・)

ba�sa // 115 //

意識よ, 目覚めておれ, アートマンを痛めてはいけない, 五 [感覚器官]

の期待をなくせ｡

ゴーラク [師は] 語る, 真正の勇者だ, 至高の境地の心に住しているも

のは｡

sidha ka san・keta bu�jhilai sura�gagana astha�m
・)

ni ba�ilai tu�ra�/

m��m
・)

ma�ke ma�raga rop��lai bha�m
・)

n
・
am
・)

ulat
・
ya�phu�la kal��maim

・)

a�m
・)

n
・
am
・)

// 116 //

成就者の指図を理解よ, 勇者よ, 虚空の処でラッパを鳴らせ｡

魚の [通った] 道に陽光を当てよ, 逆に花が蕾になる｡

ba�sa ba�santa taha�m
・)

pragat
・
ya�s

・
elam

・)

dva�dasa an・gula gagana ghari

melam
・)

/

badanta goprakha pu�ta�m
・)

hoiba�cira���na pad・anta kaya�na jamma

ghari ja���// 117 //

芳香が漂っているところに, [明知の輝きの] 戯れが現れる, 12指の虚

空界に祭礼が立つ｡

ゴーラク [師] は語る, 息子よ, 長寿であれ, 身体は崩れずヤマ (閻魔)

が巣くうことなし｡

anna ka�ma�sa anila ka�ha�d
・
a tata ka�banda bhas

・
iba�ba���/

badanta goras
・
ana�tha pu�ta�hoiba�cim

・)

ra���na par・ai ghat・a na jamma

ghari ja���// 118 //

穀物でできた肉と空気でできた骨, 肉体の結節を食せ｡
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ゴーラクナートは語る, 息子よ, 長寿であれ, 身体は崩れずヤマ (閻魔)

が巣くうことなし｡

aum
・
loha�p��ra ta�m

・)

ba�takab��ra /

ru�pa�mahammada sona�s
・
uda���duhum

・)

bici duniya�m
・)

gota�s
・
a���/

hama to nira�lambha bait
・
he dekhata rahaim

・)

aisa�eka sus
・
ama ba�ba�

ratanaha�j��kahai // 119 //

オーム, 鉄の導師 (ピール) と銅のタクビール｡

銀のムハンマドと金の神, 両者のあいだに世界は潜る｡

われわれは支えなく坐し見ている, このような一つのことばをラタン・

ハージー尊者 (バーバー) が述べた｡ ＊

＊一行目の ｢タクビール｣ の意味は, イスラーム教徒が一日５回行う

礼拝の最初などに唱える ｢神は偉大なり｣ と唱えることである｡ 金

属の名称を使った ｢・・・の｣ という形容詞句の譬喩表現の意味は,

なかなか理解しがたい｡ 原著者の注釈では, 鉄や銅は実用的である

が, 金銀は装飾用でしかなく実用的ではない｡ そのようにムハンマ

ドすなわち最高神と神 (フダー) すなわち化身は, 虚構でしかない｡

この虚構にわれわれ人間は沈潜している, ということである｡

また, この一句は, ラタン・ハージーという聖者が述べたという

ことになっているので, 特異な句である｡ ｢ハージー｣ とは, 通常,

マッカー (メッカ) 巡礼を完遂したイスラーム教徒への尊称である｡

ラタンという名称はラトナ (Skt. ratna ｢宝｣ の意味) の近代語形で

ある｡ この名前の人物についてはまったくの未詳であるが, この名

前自体が, インド系とペルシア・アラブ系の語彙の混交形であるこ

とが注目される｡ 尊者の意味のバーバーは, 現代ヒンディー・ウル

ドゥー語では一般的な語彙であるが, 元来ペルシア語である｡

これらの点から, この一句は後代の挿入と考えられるが, 原著の

記述によれば, すべての写本に記載されているので, 一概に後代の

挿入とは言い切れないようである｡
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kahan
・
i suhel��rahan・i dehel��kahan・i rahan・i bina thoth��/

pan
・
d
・
hya�gun

・
n
・
ya�su�ba�bila���s・a�ya�pan・d・ita ke ha�thi raha ga��

poth��// 120 //

言うは易く行うは難し, 行為を伴わない発言は虚しい｡

鸚鵡はぶつぶつ繰り返すのみ, 卵を産まないで｡ パンディットの手には

経典が残るのみ｡

kahan
・
i suhel��rahan・i duhel��bina s・a�ya�gur・a m��m

・)

t
・
ha�/

kha���h��n
・ga kasu�ra bas

・
a�m
・)

n
・
ai goras

・
a kahai saba jhu�t

・
ha�// 121 //

言うは易く行うは難し, 粗糖を食べずに ｢甘い｣ [というがごとし]｡

阿魏を食して樟脳と言う, ゴーラク [師] は言う, すべて偽りと｡ ＊

＊阿魏 (アギ) は, セリ科オオウイキョウの樹脂から採れる薬効成分

と香料のことである｡

mu�ris
・
a sabha�na baisiba�avadhu�pan

・
d
・
ita saum

・)

na kariba�ba�dam
・)

/

ra�ja�san・grame jhu�jha na karaba�helai na s
・
o��ba�na�dam

・)

// 122 //

愚者の集会に坐るでない, 遁世者よ, パンディットと議論をするな｡

王との戦いに携わってはならない, 不用意にナーダを失うな｡

hirada�ka�bha�va ha�tha maim
・)

ja�n
・
iye yahu kali a���s・ot・��/

badanta goras
・
a sun

・
a�um
・)

re avadhu�karavai ho��su nikasai t・ot・��// 123 //

心のうちを手にとって確かめるとは, このカリ [ユガ ｢末法の劫期｣]

はまったくの偽りだ｡

ゴーラク [師] は語る, 聞け, 遁世者よ, 水差し瓶の中にあるものは飲

み口から出てくるものだ｡

jala kai san�jami at
・
ala aka�sa ana kai san�jami joti praka�sa /

pavana�m
・)

san�jami la�gai banda byanda kai san�jami thirahvai kanda //

124 //

水の統御によって蒼空は不動で, 食物の統御によって光輝が燦然とする｡

気息の統御によって [身体の九門を] 閉鎖でき, ビンドゥ (精液) の統
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御によって身体が堅固となる｡

sabada bindau re avadhu�sabada bindau tha�m
・)

na ma�m
・)

na saba dhandha�/

a�tama�m
・)

madhe prama�tama�m
・)

d��sai jyaum
・)

jala madhe canda�// 125 //

ことばを把捉せよ, 遁世者よ, ことばを把捉せよ, 聖所の崇拝 [などの

行為] はすべて世俗の業｡ ＊

アートマンのなかにパラマ・アートマン (最高我) が見える, 水のなか

の月 [の影像] のように｡

＊ ｢ことば｣ の原語は sabada (<Skt. s�abda) で, 真実語あるいは真

実在の標識の意味｡

a�san
・
a did

・
ha aha�ra did

・
ha je nyandra�did

・
ha ho��/

goras
・
a kahai sun

・
aum
・)
re puta�marai na bud

・
ha�ho��// 126 //

座法が堅固で, 摂食 [の統御] が安定し, 睡眠 [の統御] が良好な者は｡

ゴーラク [師] は言う, 聞け, 息子よ, 不死, 不老となる｡

ko��nyandai ko��byandai ko��karai hama�r��a�sa�/

goras
・
a kahai su�n

・
aum
・)

re avadhu�yahu pantha s
・
ara�uda�sa�// 127 //

われわれを非難する者, 崇敬する者, 期待する者あり｡

ゴーラク [師] は言う, 聞け, 遁世者よ, この道 (派) は [それらに]

無頓着なり｡

ika las
・
a s��n

・gan
・
i nava las

・
a ba�m

・)

na bedhya�m��m
・)

na gagana astha�m
・)

na /

bedhya�m��m
・)

na gagana kai sa�tha sati sati bha�s
・
anta s�r��gorakhana�tha //

128 //

一十万本の弓弦, 九十万本の矢, 虚空界の魚が貫かれる｡ ＊

魚が虚空とともに貫かれる, 聖ゴーラクナートは真実を語る｡

＊ ｢虚空界｣ は, 原著者の解釈によると, 頭頂のブラフマン孔のこと

であり, ｢魚｣ は標的の意味である｡ そうすると ｢弓矢｣ とは, 上昇

する生命エネルギーであるクンダリニーのことか｡
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tu�t
・�
�d
・
or��rasa kasa bahai unamani la�ga�asthira rahai /

uanamani la�ga�hoi ananda tu�t
・�
�d
・
or��binasai kanda // 129 //

綱が切れて精髄が流れ出るが, ウンマニー (至高の境地) になれば不動

となる｡

ウンマニーになれば歓喜が生じ, 綱が切れて身体は崩れる｡ ＊

＊ ｢綱｣ は三昧の状態のことと解される｡

sabada bindau avadhu�sabada bindau sabade s��jhanta ka�ya�/

nina�m
・)

n
・
avai kod

・
i ra�ja�mastaka mud

・
a�ile paraja�ka�anta na

pa�ya�// 130 //

ことばを把捉せよ, 遁世者よ, ことばを把捉せよ, ことばによって身体

が熟成する｡

９億９千万人の王たちが剃髪し [弟子となり], 臣民 [も剃髪しそ] の

最後が分からなかった｡

s
・
aratara pavana�m

・)

rahai nirantari maha�rasa s��jhai ka�ya�abhiantai /

gorakha kahai amhe can�cala grahiya�siva sakt��le nija ghari rahiya�//

131 //

鋭い気息が常に流れており, 身体内部でマハーラサが成就する｡ ＊

ゴーラク [師] は言う, 私は動き回る心を捉え, シヴァとシャクティを

連れて自分の家にいる｡

＊ ｢マハーラサ｣ (｢偉大なる味｣ が原義) は, シヴァ (男性原理) と

シャクティ (女性原理) の冥合した至高の境地の表現｡

pet
・
a ki agani bibarajita dis

・
t
・
i k��agani s・a�ya�/

ya�m
・)

na guru�ka�a�gaim
・)

h��hota�pan・i biralai avadhu�pa�ya�// 132 //

腹の炎をやめて, 目の炎で [食べ物を] 食べた｡

グルの智慧が昔にあったが, 希なる遁世者しか手に取ることができなかった｡
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agama agocara rahai nihaka�m
・)

ma / bham
・)

vara gupha�na�m
・)

h��m
・)

bisara�ma /

jugati na ja�n
・
aim
・)

ja�gaim
・)

ra�ti / mana ka�hu�kai na a�vai ha�thi // 133 //

近づき難く, [感官で] 捉え難きもの (ブラフマン) は無欲であり, 蜜蜂

の洞窟 (ブラフマン孔) で休んではいない｡

[ヨーガの] 道理を知らない者は夜中目覚めており, 心をけっして手に

取る (統御する) ことができない｡

nava na�d
・�
�bahotari kot

・
ha�e as

・
t
・
a�n・ga saba jhu�t

・
ha�/

ku�n�c��ta�l��sus・amana karai ulat・i jibhya�le ta�lu�dharai // 134 //

九本のナーリー (脈管), 多くの腹, この八支 [ヨーガ] はすべて偽り｡

スシュムナー脈管に施錠し, 裏返した舌で口蓋を塞げ｡ ＊

＊第一行の前半句の意味は不明｡ 第二行目は, 原著者の解釈によれば

｢スシュムナー脈管によって錠に鍵をかけ, すなわちブラフマン孔を

開け, 舌を反転して軟口蓋の奥に置け (それによってサハスラーラ・

チャクラにある月から滴る甘露を味わうことができる)｣｡

s
・
an
・
d
・
ita gya�m

・)

na marau kya�jhu�jhi aurai lehu paramapada bu�jhi /

�asan
・
a pavana upadraha karai nisidiana a�rambha paci paci marai // 135 //

生半可な知者よ, [外面のことに] かかずらって何故困憊しているのか,

他の方法で最高の境地を理解せよ｡

坐法, 調息 [などと言って] 混乱を引き起こし, 一日中, 最初の状態

[から先に進まず] 疲労困憊している｡

unamana jog��dasaveim
・)

dva�ra na�da byanda le dhu�ndhu�n・ka�ra /

dasave dva�re dei kapa�t
・
a gorakha s

・
oj��aurai ba�t・a // 136 //

ヨーガ行者は第10門でウンマニー (至高の境地) となり, ナーダとビン

ドゥ [の結合] の大音声 [を聞く]｡

第10門を閉じて, ゴーラク [師] は他の道を探した｡

a�rambha jog��kath��la�ekasa�ra s・in・a s・in・a jog��karai sar��ra vica�ra /

talabala byanda dhariba�eka tola taba ja�m
・)

n
・
iba�jog��a�rambha ka�
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bola // 137 //

新発意のヨーガ行者とは, 変わることなく, 瞬時, 瞬時に身体を考察し

ているものと言われる｡

[身体に] 遍くビンドゥ (精液) を同一に保てば, ヨーガ行者は最初の

言葉を知る｡ ＊

＊二行目後半句の意味が理解しがたい｡ 原著者は ｢ヨーガ行者に対し

て身体の状態について説かれた言葉, すなわち特徴が減少してしま

うことを理解すべきである｣ と解釈しているが, これも解しがたい｡

ghat
・
a h��m

・)

rahiba�mana na ja���du�ra aha nisa p��vai jog��ba�run・��m
・)

su�ra /

sva�da bisva�da ba���ka�la ch��m
・)
na taba ja�nim

・)

ba�jog��ghat・a ka�

lach��na // 138 //

心が身体内に収まり遠ざからなければ, [その] 勇ましいヨーガ行者は,

昼夜ヴァールニー (酒) を飲む｡

うまい味, まずい味, 呼吸, 時間が弱まれば, ヨーガ行者は身体の特徴

を知るべし｡

paracaya jog��unamana s・ela�ahanisi in�chaya�karai devata�syu�m
・)

mela /

s
・
ina s

・
ina jog��na�m

・)

na�m
・)

ru�pa taba ja�nim
・)

ba�jog��paracaya

saru�pa // 139 //

覚知を得たヨーガ行者は, ウンマニーに没入し, 昼夜, 神格と随意に冥

合する｡

瞬時, 瞬時にヨーガ行者はさまざまな姿 [となって], ヨーガ行者は覚

知の実相を知る｡

nisapat��jog��ja�niba�kaisa�agan��pa�m
・)

n
・�
�m
・)

loha�ma�m
・)

naim
・)

jaisa�/

ra�ja�paraja�sam
・)

mi kari des
・
a taba ja�m

・)

niba�jog��nisapatika�

bhes
・
a // 140 //

究竟に達したヨーガ行者はいかなるものか知るべし, 炎の中で鉄 [が純

化するか] のよう｡

王と臣民を平等視できれば, ヨーガ行者は究竟に達した装い [を得た]
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と知るべし｡

avadhu�s
・
a�rai s

・
irai s

・
a�t
・
ai jharai m��t・hai upajai rom

・)

ga /

goras
・
a kahai sun

・
au re avadhu�am

・)

nai pa�m
・)

n
・�
�m
・)

joga // 141 //

遁世者よ, 塩味で弱まり酸味で遺精し, 甘味で病が生じる｡

ゴーラク [師] は言う, 聞け, 遁世者よ, 穀物と水分によってヨーガ

[が成就する]｡

bajar��karam
・)

ta�m
・)

amar��ra�s・ai amari karam
・)

ta�m
・)

ba���/

bhoga karam
・)

ta�m
・)

je byanda ra�s
・
ai te goras

・
a ka�gurabha���// 142 //

ヴァジローリーを行じながら, アマローリーを守り, アマローリーを行

じながら呼吸 [を守る]｡ ＊

享楽を行いながら, ビンドゥを守る者, かれはゴーラク [師] の兄弟弟

子である｡

＊ ｢ヴァジローリー｣ (vajror��) は, 『ハタ・ヨーガ・プラディーピカー』

(佐保田鶴治訳) (3.83-102) の記述によれば, ムドラー (体位) の

一種で女性パートナーと交媾しながらも, 行者は射精の終わった瞬

間に精液 (ビンドゥ) を陰茎内に逆流させ吸引するという行法であ

る｡ ｢アマローリー｣ は, 同所の記述によると精液の純粋な部分と,

それを使って天眼通を得る行法である｡

bhaga mus
・
i byanda agani mus

・
i pa�ra�jo ra�s

・
ai so guru�hama�ra�// 143 //

女陰の入口でビンドゥを守り, 炎のうえの水銀を守る者は, われわれの

導師なり｡ ＊

＊ここは一行目の詩句がない不規則な形をしている｡

jibhya�sva�d tata tana s
・
ojai hela�karai guru�ba�ca�/

agani bihu�m
・)

na�m
・)

bandha na la�gai d
・
halaki ja�i rasa ka�ca�// 144 //

舌が味の要素を身体のなかに探し, 導師の教えを無視すれば,

[ヨーガの] 炎がなくて, バンダ (緊縛による体位) が組めず, ラサ
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(精液) は未熟なまま垂れ落ちる｡

avadhu���s�vara hama�rai cela�bhan��m
・)

jai mach��ndra boliye na�t��/

nigur��pirath��paralai ja�t��ta�thai hama ulat・��tha�pana�tha�p��// 145 //

遁世者よ, [ゴーラク師は] 自在神 (シヴァ) がわれわれの弟子であり,

マッツェーンドラナータが孫弟子と言う｡

導師がいなくては大地が帰滅に至る, それ故, われわれは逆さまの構え

を築いた｡ ＊

＊第一行目は, 自分自身が真正の最高我 (パラマ・アートマン) なの

であるから, 自分がシヴァ－マッツェーンドラナートという師資相

承の系譜を保持する必要はない, ということを述べている｡ しかし

ながら, ヨーガ行派にとって真理を媒介する導師の地位は, 弟子た

ちにとって最高実在よりも高い地位を占めるものと考えられており,

またインドの諸宗派の伝統では, 導師の教導のない開悟は, その真

正性が疑われることが一般的である｡ それ故, ゴーラクナートは,

自分の導師としてマッツェーンドラナート, その導師としてシヴァ

神を措定した, と述べている｡

bhari bhari s
・
a�i d
・
hari d

・
hari ja���joga nah��m

・)

pu�ta�bad
・�
�bala�i /

san�jama hoi ba�i san・grahau isa vidhi akala purisa kau gahau // 146 //

腹一杯に食し [ビンドゥが] 垂れ落ちれば, 息子よ, ヨーガはたいへん

厄介なものとなる｡

統御して気息を把捉せよ, この方法で不易のプルシャ (最高我) を獲得

せよ｡

s
・
a�m
・)

ye bh��m
・)

mariye an
・
as
・
a�m
・)

ye bh��mariye goras・a kahai pu�ta�

san�jam
・)

mi h��m
・)

tariye /

madhi nirantara k��jai ba�sa nihacala manuva�thira hoi sa�m・sa // 147 //

食べても死に, 食べなくても死ぬ, ゴーラク [師] は言う, 息子よ, 統

御によってこそ [彼岸に] 渡れる｡

中間に常に住せ, [それによって] 心は不動となり, 呼吸が安定する｡
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pavana h��m
・)

joga pavana h��m
・)

bhoga pavana h��m
・)

harai chat��saum
・)

roga /

ya�pavana ko��ja�m
・)

n
・
aim
・)

bheva so a�paim
・)

karata�a�paim
・)

deva // 148 //

気息こそがヨーガ, 気息こそが享楽, 気息こそが36種類の病を払う｡

この気息の秘密を知っている者は, 自ら動作者であり自ら神である｡

byanda h��m
・)

joga byanda h��m
・)

bhoga byanda h��m
・)

harai causat
・
hi

roga /

ya�byanda ka�ko��ja�n・aim
・)

bheva so a�paim
・)
karata�a�paim

・)

deva // 149 //

ビンドゥこそがヨーガ, ビンドゥこそが享楽, ビンドゥこそが36種類の

病を払う｡

このビンドゥの秘密を知っている者は, 自ら動作者であり神である｡

sa�ca ka�sabada sona�ka�rekha nigura�m
・)

kaum
・)

ca�n
・
aka sagura�kaum

・)

upades�a /

gura ka�mun
・
d
・
ya�gum

・)

n
・
a maim

・)

rahai nigura�bhramai augun
・
a

gahai // 150 //

真実のことばは金の線 [のよう], 導師のいない者たちには狡猾さ, 導

師のいる者たちにとっては教説｡

導師が剃髪させた者たちは徳のなかに住し, 導師のいない者たちは迷っ

て悪徳をつかむ｡
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